
コメ消費と需給の動向、政治介入も絡んだ生産目標の設定と飼料用米
増産の見通しから平成28年産米（主食用）の相場展開を考える。また減
反廃止の同30年産米に向けた農政の展開や課題、需給と価格の行方と
注意点を整理。ＴＰＰ大筋合意による影響についても私見を提示したい。
また最近のコメ生産・流通をめぐる新たな動きなども紹介しながら、コメ先
物取引の振興につながるよう情報提供に努める。

コモディティ
おもしろい理由

無限大

3月４日（金） 開演：17：30
於：大阪堂島商品取引所

お申込は
コチラ

お取引先の商品先物会社外務員

または日本商品先物振興協会広報部

☎ 03-3664-5731

Presented by
東京商品取引所

大阪堂島商品取引所
日本商品先物振興協会

第二部 ＜国際商品講演会＞ 18：20～19：40

『変動する世界経済と国際商品の行方～

ヘッジファンドマネージャーの視点で

語る金・原油・為替・株式市場』

江守 哲氏 エモリキャピタルマネジメント㈱ 代表取締役

第一部 ＜コメ講演会＞ 17：30～18：10

『平成28年度コメ相場の

展望と最新トピック』

中村 信次氏 ㈱ 商経アドバイス専務取締役

今年は株高を予想する声が多かった。しかし、結果はその逆である。ま
たドル円も円安を見込む声が多かったが、これも全く逆で、大幅な円高
方向にある。中国を含め、世界経済の不透明感が一気に強まっている。
世界同時株安や円高の要因、さらにこれらの裏側にある経済環境につ
いて解説する。また金融当局の政策や金融市場への影響について考察
する。その上で、コモディティ市場の今後の見通しについて解説する。

80名様限定

受講料
無料

コモディティ
おもしろい理由

無限大
第24回 ＣＸ市況講演会

○大阪市営地下鉄
四つ橋線、中央線、御堂筋の
本町駅23番出口 徒歩5分

▲ 江守 哲 氏

https://www.jcfia.gr.jp/mini_semi_form.html


開催日 3月11日（金）

開 演 17：30（開場 17：00）

会 場 東京商品取引所

お申込は
コチラ

お取引先の商品先物会社外務員

または日本商品先物振興協会広報部
☎ 03-3664-5731

Presented by
東京商品取引所

大阪堂島商品取引所
日本商品先物振興協会

第二部 ＜農産物講演会＞ 18：40～19：40

『穀物相場の最前線、

2016年度の作付け前夜』

小菅 努 氏

マーケットエッジ㈱ 代表

東京商品取引所で取引するトウモロコシと大豆を
中心に、最新の穀物需給動向と展望を中心に解説す
る。また概ね半分が終わった2015/16年度の穀物相場
に関して総括と今後の展望を踏まえた上で、間もな
く北半球で始まる16/17年度の天候相場への橋渡しを
行いたい。さらに現状や見通しの解説にとどまらず、
今後の穀物需給・価格の見方・考え方をお伝えした
い。全般を通じては、標準的なファンダメンタルズ
分析から見えてくる穀物相場の紹介としたい。

60名様限定

受講料
無料

コモディティ
おもしろい理由
無限大

第25回 ＣＸ市況講演会

▲ 江守 哲 氏

第一部 ＜国際商品講演会＞ 17：30～18：30

『変動する世界経済と国際商品の行方

ヘッジファンドマネージャーの視点で語る

金・原油・為替・株式市場』

江守 哲氏

エモリキャピタルマネジメント㈱ 代表

▲ 小菅 努 氏

今年は株高を予想する声が多かった。しかし、結果
はその逆である。またドル円も円安を見込む声が多
かったが、これも全く逆で、大幅な円高方向にある。
中国を含め、世界経済の不透明感が一気に強まってい
る。世界同時株安や円高の要因、さらにこれらの裏側
にある経済環境について解説する。

また金融当局の政策や金融市
場への影響について考察する。
その上で、コモディティ市場
の今後の見通しについて解説
する。

http://www.jcfia.gr.jp/mini_semi_form.html

